
中山間地域農業を担う新たな営農体制の構築

•計画期間 令和３年度～令和４年度

•対象者 農事組合法人ふるせきファーム１０人

＜大河原農業改良普及センター＞

竹林凌、阪本松男、高嶋名世瑠、伊藤和子、赤沼岳

資料１-２
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川崎町古関地区の位置図
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１．課題の背景

高齢化
条件不利地
担い手不足

集落営農の持続的発展
農業所得の拡大
担い手の確保

ほ場整備を契機に
法人設立を目指す
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２．対象者の概要

平成２９年度 古関地区ほ場整備推進協議会（３３戸）
平成３０年度 集落全戸を対象に営農意向アンケート実施
令和元年度～ 法人運営のイメージづくりに向けて支援

＜農地整備事業＞
受益面積：24.8ha
令和３年度採択→令和５～７年度面工事→令和８年度完了予定

農事組合法人ふるせきファーム１０人

＜古関地区における経緯＞
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３．活動目標

（１）定性的目標
➀法人運営支援
R3年度・・・・・・・農事組合法人が設立される
R4年度・・・・・・・農事組合法人が運営される

②園芸取組支援
R3年度～R4年度・・・園芸品目の取組拡大が図られる

（２）定量的数値目標
共同作業による園芸品目（ブロッコリー）の取組面積

R2年度 R3年度 R4年度

15a 50a 70a
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４．R3活動事項 法人設立支援

・毎月１回以上の専門家派遣による勉強会の開催支援
・農地整備と経営収支を見通した営農計画の作成を支援 6



４．R3活動の成果 法人設立支援

農事組合法人ふるせきファーム設立

➀設立年月日：令和３年１０月８日

②構成員数 ：１０名

（平均年齢７０歳）

③栽培品目

・水稲（5.4ha）

・そば（13.1ha）

・ブロッコリー（1ha）

・さつまいも（1ha）
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５．R4活動事項 法人運営支援

・毎月の理事会開催支援
・農業経営・就農支援センターと連携した経営管理の勉強会開催支援
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就労環境自己点検シート（農業・園芸総合研究所）9



５．R4活動事項 法人運営支援

・作業日誌や従事分量配当の集計作業における事務改善を支援

＜Before＞ ＜After＞
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５．R4活動の成果 法人運営支援

・営農開始１年目で営農計画に沿って作業できた
・従事分量配当を計画通りに配分することができた 11



６．R3～R4活動事項 園芸品目の取組支援

・人手を要する共同作業の計画
・ブロッコリーの育苗管理や病害虫防除等の栽培技術支援 12



６．R3～R4活動事項 園芸品目の取組支援

・ブロッコリーの作期検討
・ブロッコリーの経営調査（農業・園芸総合研究所） 13



６．活動の成果 園芸品目の取組支援

・園芸品目の取組拡大が図られた
・収益性を期待できる園芸品目としてブロッコリー栽培を確立した

項目 実績（円）

粗収益 2,596,160

所得 1,179,500

年度 R2年度 R3年度 R4年度

目標 15a 50a 70a

実績 15a 80a 100a

＜定量的数値目標＞
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７．今後に向けて

➀新たな園芸品目の取組
高収益作物としてサツマイモを導入する

②後継者確保
法人の収益性や労働環境の整備により魅力を高め、
外部人材の雇用を目指す

③他地区への波及
中山間地で課題を抱える地区において、
先進事例として紹介する
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